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熱エネルギーを電気エネルギーに変換する新しい手法として、我々は、熱発電セルを考案して

いる。このデバイスは、素子の両端の温度差を起電力に変換する。半導体型熱電変換とは異なり、

セル全体の温度変化を起電力に変換する。熱発電セルはイオン二次電池に類似した構造を有し、

正極と負極に起電力の温度係数（αV ≡ dV/dT，V : 起電力，T : 温度）の符号が異なる材料を用い

る。小林らは Na0.52MnO2の αVを測定し、－29.7 µV/Kであることを報告した[1]。 

我々は、より大きな dV/dT を示す物質を探索するため、P2 型 NaxCoO2を検討した。この物質

では、電気化学的に Naイオン組成（x）を制御できるので、xの関数として αVを測定した。起電

力の温度係数は、電池セルを組み立てて測定した。正極は P2型 NaxCoO2電極、負極はナトリウム

金属である。電解液は、1 mol/l の NaClO4を溶解した炭酸プロピレンである。電池セルを完充電

状態から放電することで、x の値を制御した（図１参照）。その後、電池セルの温度を変化させ、

起電力の温度依存性を測定した。 

図 2に、x = 0.58, 0.65における起電力の温度依存性を示す。x = 0.58で αV＝－0.86 mV/K，x = 0.65

で αV＝－0.75 mV/Kであった。これらの値は、半導体型熱電変換の典型物質であるBi2Te3（0.2 mV/K 

@ 300 K）と比べて、数倍大きい。当日は、αVの x依存性を報告し、起電力の温度依存性の起源

について議論する。 

 

[1] W. Kobayashi, A. Kinoshita, and Y. Moritomo, Appl. Phys. Lett. 107, 073906 (2015)  

図 1 P2型NaxCoO2の起電力
の x依存性（放電曲線） 図 2 （a）x = 0.58、（b）x = 0.65における起電力の温度依存性 
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